
次の問いに答えよ。ただし ,    は円周率を表す。

(1) Q 0
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 4x  4
0 1-1 x  dx  を求めよ。

(2) Q 0

1 1

+1 2x
 dx  を求めよ。

(3) Q 0
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 dx  を求めよ。

(4) 不等式
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  ことを示し ,  それを用いて

3. 14<<3. 15

   を示せ。
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【戦略】

(1) ,  (2) ,  (3)  の定積分の計算は All  or  Nothing  でしょう。

(1) はバラせばおしまいです。バラすにしても二項定理で手際よくバラしましょう。

(2) は 「 The  tan 」 ( x=tan  8-


2
< 9<



2
 の置換 )  です。

(3) は頭でっかち ( 仮分数 )  なので ,  帯分数に直すだけですが ,  少し計算量がありま

す。

割り算ミスに気をつけましょう。

(4) は " 中身比べ " で考えればよく ,  当然範囲は積分区間  0(x(1 です。

最後のオチである  の評価ですが ,  ヒントである
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に対して ,  0 11  ,  0 13  の結果を代入して整理するだけで ,  特に一手間かかるわけでもな

くすんなり示せます。
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(4) 積分区間  0(x(1  において
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これより ,  0(x(1 の範囲において  
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したがって ,  
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これより ,  3. 141 …<<3. 142 … であり ,  3. 14<<3. 15  であることが示され

た。
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【総括】

ほぼ計算主体で ,  ⾔われたとおり計算していけばよいだけでした。

途中どこかで躓いたとしたら ,  早急に⾜下を⾒直しましょう。

(3) の帯分数に直す計算は⼿間かもしれませんが ,  下⼿にうまい⽅法を探るよりやっ

た⽅が早いと思います。

特に試験場で策にこだわりすぎると ,  平常⼼を失いかねませんから。

(4) もヒントがあり ,  しかもそのヒントもそのまま使うだけで ,  あっさりと終わって

しまいました。

同じ  の評価でも 2013  年度の阪⼤ ( 理学部挑戦枠 ←  現在は廃⽌ )  でとてつもない

計算を強いられる問題もあります。

  円周率を  とする。正の整数 n  に対し ,

　　　　　　　　　 na = =Q 0

-2 U 3 -1 4nx

+1 2x
 dx  ,    nb Q 0

-2 U 3 +1 +4n 2x

+1 2x
 dx

　とおく。

　(1)    
.n *

lim =na
.n *

lim nb =


12
 を証明せよ。

　(2)    3. 141<<3. 142  を証明せよ。ただし ,  1.7320508<U 3 <1.7320509 

            である。

猛者はチャレンジしてみましょう。（私はもう⼆度とやりたくありません。）

※  この問題⾃体をディスってるのではなく ,  この問題⾃体は⽅針を考える題材とし

   てはいい問題です。計算量がエグいだけです。
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